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株式会社 ぶんか社
 


営業部のエースは私をペットにご所望ですっ！






久保ちはろ・著

春瀬なつた・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「ね、来週の金曜日なんだけど、夜空いてる？」

　初秋の陽光が差し込む社員食堂の一角で、坂さか上がみ澄すみ江えは向かいに座る松まつ木き諒りょう子こに聞かれ、かぼちゃの煮物をつまんだ箸を止めた。

「合コンなんだけど。ニチワ化か成せいのメンズと」

　澄江は大手電機機器メーカーのカジオ工こう業ぎょうに大学新卒枠で入社して三年になる。半年前に総務課からハウジングテクニカ事業部営業二課に異動してきたが、諒子は営業三課の二期先輩だった。

「坂上さん、彼氏と別れて結構経つでしょ」

「まあ、七カ月です」

「ほら、あと二カ月もすればクリスマスだし、大晦日、正月、バレンタインって、イベント目白押しじゃない？」

「うーん……どうしようかなあ」

「あ、乗り気じゃないってことは、いい感じの人がいるとか？」

「えっ、そ、そんなことないですよ……」

「じゃ、それなら決まり……」

「来週の金曜日は、二課の会議だったろ？」

　突然、会話を遮るように背後から割り込んできた低い声に澄江が勢いよく振り向くと、真後ろにいた皆みな方かた俊しゅん介すけとバッチリ視線が合った。

　皆方は同じ営業二課の先輩だ。長身で細マッチョ、薄い唇が冷たい印象だが、涼しげな切れ長の目に精悍な顔立ちのかなりのイケメン。耳にかかるか、かからないかの髪は整髪料で常に軽く後ろに流している。国立大学の政経学部卒、入社五年目。顧客からの信頼は厚く、業績も常にトップ、上司からの期待も高い花形営業マンである。

「そっか、会議じゃ残業になっちゃうかもだしね。あ、私一服してくるわ。じゃあ、お先」

　壁の時計を見た諒子がトレーを持って腰を上げた。

「え？」

　完全に席を立つタイミングを逃した澄江の周りで、やがて次々と床を滑る椅子の音が響いた。

（一応、皆方さんにはお礼を言ったほうがいいのかな。会議のこと思い出させてくれたし……。合コン行かなくてすんだし……。あれ、でも会議って……）

　いったん前を向いた体をひねり、皆方の方へ振り向いた。

「あの、うちの会議って再来週でしたよね。変更したんですか？」

　すると、すでに席を立った皆方に冷ややかに見下ろされ、澄江は一瞬呼び止めたことを後悔した。

「変更はしてないよ。会議は坂上さんの言う通り、再来週の金曜日。断りたかったんでしょ、合コン」

　ぐっ、と息が詰まる。どうやら話だけでなく、気持ちも筒抜けだったようだ。皆方はさらに継いだ。

「あのさ、ああいう時は雰囲気に流されずにはっきり回答しないと。ダメな場合なら特にね。ぐずぐず返事を延ばすのは、相手に悪いよ」

　その言葉に、恥ずかしさで顔が熱くなる。だが、皆方は言うだけ言うと、トレーを持ってさっさと踵きびすを返して行ってしまった。

　取り残された澄江は、その広い背中を呆然と見つめた。

　皆方は女子社員に人気がある。外部に彼女がいるようだが、それでも彼に交際を申し込んだ強者も何人かいたらしい。確かに、同じ課で仕事をしていても冗談や雑談はあまり交わさないが、彼のそのスマートな物腰、企業人としてのスキルの高さにも一目置くところはある。

　その一方で、澄江は会議や電話から窺える、彼の「攻めの営業」に良い印象を持っていなかった。

　そもそも、澄江は主導権を握るタイプが苦手だ。それと言うのも子供の頃から、しっかり者の姉、しのぶに家ではもちろん一緒に出かけた先でも常に仕切られていて、それをずっと窮屈に感じていたからだ。

　正月や法事といった親戚の集まりでも、姉は常に目を光らせ、ビールを取ってこいだの、下の子と遊びなさいと、母親よりも口やかましかった。しかし、澄江もそのうち、このタイプの相手には反発するよりも合わせている方が楽だ、ということを学習し、そのおかげで学生時代も社会に出ても「協調性がある」と好感を持たれるようになったのだが。

　そんな澄江は、サークルや合コンに誘われれば大抵、断れずに参加した。そこで口説かれ、いつの間にか付き合うのがパターンだったが、数カ月もすると結局「君のことがよくわからない」と振られてしまう。

　わがままにならないよう、嫌われないように極力相手に合わせているのに、どうしてその気持ちが伝わらないのだろう。

『雰囲気に流されずにはっきり回答しないと』

　皆方の言葉は、そんな自分の弱点を見透かされたようで、正直痛い。

「これ、下げてもいいですか？」

　急に声をかけられ、現実に引き戻される。見ると食堂にいるのは自分一人で、澄江は慌てて食堂スタッフのパートさんにお礼を言ってトレーを渡し、オフィスへ急いだ。




　その日、澄江が一人暮らしのワンルームアパートに帰宅したのは、普段と変わらず十九時過ぎだった。

　すぐに駅前のスーパーで買った野菜や牛乳を冷蔵庫にしまい、ルームウェアに着替えてセミロングの髪を束ねると夕食の支度を始めた。

　実家では姉の影響（支配下とも言う）で家事手伝いを積極的にしていたので、自炊は全く苦にならない。数日前に作り置きした鶏ハムとほうれん草を使ってホワイトソースでおかずに仕上げると、センターテーブルの前に陣取り、テレビをつけた。

　お笑い番組を見てからシャワーを浴び、ベッドに入ってスマホでＳＮＳを開き、友達の投稿をチェックする。それらにコメントを書き込んでいる時、手の中のスマホが鳴った。

　ディスプレイの表示は「実家」。母親と電話をするのは大抵週末だったので、一瞬嫌な予感に胸をざわめかせながらスマホを耳に当てた。

「もしもし？　澄江？　ごめん寝てた？」

　普段通りの母の声にホッとする。

「今寝るとこだった。そっちこそどうしたの？」

「あのね、さっきしのぶから電話があったの。あの子、妊娠三カ月目でどうも、つわりがひどいらしいのよ。それでしばらくうちに戻るって言ってるんだけど……」

　今日、彼女のことを思い出しただけに、妙な偶然だと思いながら黙って話に耳を傾けた。

「え、別に問題ないじゃない」

「問題大ありよ。どうするのよ、まなみちゃんは」

「あー。まなみねえ……」

　そうだ、三毛猫のまなみ。姉は猫アレルギーで、彼女以外の家族全員は動物好きだったにもかかわらず、ずっとペットが飼えない環境にあった。だが姉が家を出たタイミングで、母がまなみを飼いはじめたのだ。

「お父さんは『どっかに預ければ』って言ってるけど、しのぶだって今後、子供連れて遊びに来ることもあると思うし……」

「じゃあ、どうするの。ここは無理だよ。ペット不可だもん」

「私はいい里親が見つかればと思ってるんだけど。あんた、誰か猫欲しいって人知らない？　それか、せめて里親見つかるまで預かってくれる人」

「そうだなあ。まあ、あんまり期待しないでね……」

　一応引き受けた形で電話を切り、澄江は脳内の友達リストに「猫好き」フィルターをかけて検索しながら眠りについた。




　翌朝、澄江はＳＮＳに『里親募集』の記事と猫の写真を投稿して出勤した。　

　本社ビルの四階にある営業部では、始業時間よりもずっと早くから出勤している社員が黙々と書類仕事に勤しんでいた。彼らは早朝にデスクワークを片付け、外回りに行く。

　澄江は午前中いっぱい受注書や請求書の処理をし、澄江はランチタイムになると早速、他部署の同期や諒子に猫の件を持ちかけた。期待はしていなかったが、やはり反応は良くない。しかし、総務課の先輩に相談すると「給湯室の掲示板に貼ったら？」とアドバイスされたので、澄江は昼休みの残り時間で簡単な事情と告知、メールアドレスを付箋に書いてボードに貼り付けた。

　それから、メモを見かけた社員たちから「うちは魚がいるからなあ」「子猫だったら欲しかったんだけど」など気遣う声をかけられるものの、引き取り手は見つからずに一週間が経ってしまった。

　終業間近に集めた課員たちのカップや湯のみを給湯室で洗いながら、澄江は角がめくれた自分の付箋を横目で見て、ため息をつく。

　昨日、電話をした母親の方も親戚筋など当たった成果は芳かんばしくないようで、澄江は自分のせいではないけれど、この間もつわりで苦しんでいる姉を思うと、やはりかわいそうでなんとかしなければと気が焦る。

　そんなことを考えながらカップをしまった時と、何気なく視線を感じてそちらに顔を向けた。すると、入り口に立つ皆方が視界に入り、驚きに一瞬息が止まった。

「そ、そこにいるなら声かけてくださいよ。怖いじゃないですか！」

「普通誰か来たら気づくだろ？　それより話がある。ちょっと来てくれる？」

「え？　なんですか？」

　澄江の質問には答えずに彼はさっさと行ってしまう。慌てて後を追うと、皆方は人気のない階段の踊り場でくるりと向き直った。

「預かってもいいけど？」

「は？」

　その唐突な言葉が理解できず、澄江は目と口を丸くした。

「だから、猫。あれ、まだあそこに貼ってあるのは、人が見つからないからだろ？」

「あ……、ああ。そうですね……はい。え？　預かるって、皆方さんが？」
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「出張もたまにあるし、飼うのは無理だけど一時預かるだけなら……それとも、なに？　俺じゃ不安なの？」

「いえいえいえいえ」

　相手の、急に鋭くなった眼光に、澄江は全力で頭を左右に振った。

「でも、皆方さんも一人暮らしじゃ……？」

　以前、女子社員の噂話を小耳に挟んだのを思い出した。

「そこクリアしないで話持ちかけないよ。アパートの一階に住んでる大家が猫飼ってるから、聞いてみたらオーケーだった。問題なし」

　澄江は思わず身を乗り出したが、すぐに「ちょっと待て」と理性がストップをかける。

　皆方の申し出はこの状況において非常にありがたい。だが、彼と連絡をスムーズに取り合えるだろうか。

　普段の勤務態度から皆方の真面目さ、責任感の強さは溢れんばかりに伝わってくる。まなみを預けるのに不安はない。しかし、たまに猫の様子を知らせてほしい、写メを送ってほしい、そんな要求をしたら面倒臭いと思われないか。だいたい、お互い同じ職場というだけで、今までまともな会話を交わしたことさえないのに。

「あの、一晩考えさせてもらっていいですか」

　慎重に返すと、皆方は澄江の本心を探るように目を細めた後、なぜかため息交じりに「構わないよ」と言い、フロアに戻っていった。




　どうして皆方さんはあんなふうに申し出てくれたのだろう。

　急に猫好きになったとか？

　もしかして、付き合っている彼女が猫好きだとか？

　澄江は帰宅すると、焼き鳥丼を食べながら、彼が自分に声をかけた理由を考えた。

　どんな小さなものでも、彼にもメリットがあれば、気兼ねせずに預けられる気がしたからだ。

　動物を預かるのは実は大変なことだ。餌をやったり、水を替えたりと手間と責任が伴う。トイレもこまめに替えないとにおいが気になるし、それは慣れていてもやはり嫌なものだ。

　早朝出勤、軽い残業が日常の皆方が疲れて帰宅しても、それをしてくれるというのか。

　それとも、クールな見かけによらず、実はよほどの動物好きなのだろうか。

　その時、スマホがメッセージの着信を告げた。母親からだ。

「こっちはまだなんだけど、どう？　誰かいた？　しのぶがかわいそうで」

　澄江はそれを見ると、一つ息を吸ってディスプレイをタップした。

「里親じゃないけど、一時期預かってくれる人見つかった」

　送信を押すと、脱力して床に仰向けになる。すぐに返信が来た。

「良かった！　じゃあ、予定教えてね。今週末は急かしら。その方にくれぐれもよろしく」

　それを読み、ふいに皆方の顔が頭に浮かぶ。澄江はスマホを握ったまま、膝を抱えてしばらくゴロゴロと悶もだえた。

　翌日、給湯室で澄江が一人、お茶を入れていると、昨日と同じように皆方がやってきて、返事を迫った。その熱心な様子に密かに驚きつつ、澄江は改めて猫のことをお願いし、電話番号を交換した。




　約束の土曜の午後、車で迎えにきた母親と一緒に皆方のアパートに猫と猫用トイレ、餌などを届けた澄江は、母が帰った後、猫が落ち着いてから自分もなるべく早く帰るつもりでいた。

　もともと、人に慣れたおとなしい子なので、すぐに帰れるだろうと楽観視していたが、それは見事に裏切られることになった。

「なんか、大丈夫か？　全然出てこないんだけど」

　キャリーバッグから出した途端、まなみは一目散にベッドの下に潜り込んだまま、一向に出てくる様子がない。仕方ないので、その間にトイレの場所決め、餌やりの説明などしてしまうと、澄江はすっかり手持ちぶさたになってしまった。

「すみません、この後の予定って大丈夫ですか？」

　せっかくの休日なのに、彼に気を使わせていることが申し訳なく、澄江は居心地が悪い。

「大丈夫。今日は特に入れてない。それより、そっちこそ……」

「え、ないです。ない。ないんです、はい。そういう人もいないんで」

「へえ……そう……。ああ、コーヒー入れ直すか。冷めたよな」

　尋ねた本人も気まずいと悟ったのだろう。取り繕うように言い、皆方は澄江と自分のカップを持って、立ち上がる。

「あ、私がやります」

　これからお世話になるのはこちらの方だ。澄江は慌てて腰を上げた。

「そうだ、烏ウー龍ロン茶にするか。高級烏龍茶、この前部長の台湾出張でもらったやつ」

「あれ、おいしかったですよ！　私、いただいてから毎日飲んでました」

「どこだっけ……。その上の棚かな。ちょっと開けてみて」

　ちょうどシンクの前に立っていた澄江は、電気ケトルをセットした皆方が視線で示した頭上の棚を開けた。

「わ」

　落下してきたのが保存容器と認識した瞬間、反射的に目を瞑つぶったのと同時に腰に回った腕に強く体を引かれる。直後、容器はコトンと床に落ちた。

「大丈夫？」

　低音の声がものすごく近い。相手の整髪料が微かに香り、薄手のニット越しに引き締まった上腕二頭筋の感触を感じた途端、心拍が乱打しはじめた。

「は、はい……」

　背中に彼の硬い胸板と温もりを意識すればするほど「離れなきゃ」と思いつつ、体が言うことを聞かない。しかし、先に身を離したのは皆方だった。

「この前、顧客のイベントでもらって、そこにあったの忘れてた。ごめんな」

　皆方は容器を拾い、長い腕を伸ばしてそれを棚に収め、改めて烏龍茶の小箱を出した。そのままお茶の用意をする。無駄なく動く皆方の意外なほどに綺麗な手、シャツを肘までまくった程よく筋肉のついた腕に見とれていた澄江は「座ってていいよ」と言われて我に返った。

「あ、はい。それより私こそ長居してしまって、すみません」

「いや、むしろいてくれた方がいいかな」

「え？」

　湯気の立つカップを受け取りながら相手を見上げると、一瞬交わった視線がすぐに逸らされた。

「あ、だから猫が……」

「え、ええ。ですよね」

　私なわけないじゃない……。勘違いが恥ずかしく、カップに視線を落とした。まだ背中に残る皆方の温もりに浸っていると、「っち……」と皆方が舌打ちした。

　目を上げた先に、カップを口に運んだ皆方が、口元を手で押さえている。

「だ、大丈夫ですか!?　まだ熱いですよ……」

「いや、こんな熱いの反則だろ」

「でも、それって入れた本人が普通わかる……」

　皆方は決まり悪そうに微かにほほを紅潮させている。澄江はその子供のような表情に、会話の途中でつい吹き出してしまった。

「なんだよ？」

　今度は慎重にカップに口をつけた皆方は澄江を軽く睨んだ。そんな拗すねたような表情にもかわいさを感じてしまう。

「すみません、なんか、皆方さん会社と違う」

「それどいう意味……」

　皆方が澄江に身を乗り出した時、テーブルの下から「にゃー」と猫の鳴き声がした。

「お、猫出てきた」

「良かった……。まなみ、おいで」

　澄江が足元にすり寄ってきた猫の頭を撫でると、まなみは次の瞬間、皆方の膝にひらりと飛び乗った。

　まなみは皆方に喉をくすぐられ、目を細めて盛大に喉を鳴らしている。もう大丈夫だろう。いい加減帰らないと本当に迷惑になる。いとまを告げると、

「あー、じゃあ最寄り駅まで送るよ」

　と皆方は膝からそっとまなみを床に下ろした。

　澄江はその申し出が嬉しかったが、そこまで甘えたら本当に図々しいと思い直して断った。

「いえ、マップがありますから大丈夫です」

　肩にかけたショルダーバッグからスマホを出してみせると、皆方は微妙な表情で頷いた。

「あ、そうだ。ちょっと待って」

　皆方はリビングのオープンシェルフへ行き、戻ってくると澄江に鍵を差し出した。

「俺、直帰でもお客に合わせると帰りが遅くなるから。猫、かわいそうだろ。よかったら会社帰りでも勝手に様子見にきていいから」

「えっ、そんな、勝手に入るなんて……」

　澄江は予想外の展開に本気で慌てた。会社の先輩と言えども、恋人でもない独身男性の部屋に女性が出入りするって非常識じゃなかろうか。

　その上、付き合っている彼女さんにとっては事情が事情とは言え、知らない女が彼氏の周りをうろつくのは面白くないはず。澄江がなかなかそれを受け取らずにいると、

「あのさ、なんか余計な心配してない？　たぶん、いま坂上さんが考えている問題は大体想像できるけど、そういうの全部考慮した上での提案だから」

　と、ため息交じりに、さらに鍵を突きつけられた。確かに、意識しすぎると自信過剰とも思われかねない。澄江はつい、それを受け取ってしまった。

「長居はしませんし……すぐにお返ししますから」

　言い訳と一緒にバッグにそれをしまう澄江を見て、皆方は満足げに口の端を上げる。

「なんか、考えすぎ。預かるって言っておきながら悪いけど、営業はやっぱり帰りも不規則だし、できれば坂上さんがフォローしてくれると助かる」

「そ、そうですよね。ええ。もちろんフォローは万全に」　

　澄江は一瞬でも彼の下心を疑った自分を恥じながら、「まなみをお願いします」と深々とお辞儀をして部屋を辞した。




　月曜日、定時通りに会社を出た澄江は、会社近くのコーヒーショップで軽く食事を済ませ、自分と同じ路線上にある皆方の家へ直行した。

「お邪魔します……」

　黙って入るのは気が引けて一応声をかける。玄関の照明を点けると、足元にこの前と同じスリッパが用意されていて、思わずほほが緩んでしまう。

「はいはい、すぐにご飯にするね」

　足元に盛んにすり寄ってくるまなみをなだめてから器に猫缶を開け、玄関の猫トイレの掃除をする。それからキッチンに戻り、改めて１ＤＫの部屋を見回した。

　とにかく物が少ない。リビングの家具はベッドと、テレビが収納されているオープンシェルフのみ。キッチンも冷蔵庫とテーブルに椅子が二脚。電子レンジ、ＩＨ卓上コンロなど基本的な物は揃っているが、使われている形跡がなく、（家電はもちろん自社製品）シンクもピカピカ。食事は外でとるか、買ってきたもので済ませているのが瞭然だ。

（彼女さんは料理しにこないのかな）　

　ふとそんなことが頭をよぎるが、自分には関係のないことだ。リビングで羽のついた猫じゃらしでまなみと遊んだり、スマホでＳＮＳやウェブ漫画を読んだりしていたら九時前になっていた。

　心の片隅で、皆方とバッティングすることを期待していた。だが帰りがいつになるかわからないし、かえって自分に会えば気を使わせてしまうような気もして、戸締りをして帰宅した。

　さすがに連日で行くのは図々しいかと思い、翌日は訪問を控えると、その夜、ベッドに入ってすぐにスマホの通知音が鳴った。

「あ、皆方さんだ……」

　ドキドキしながらそれを開く。するとカメラ目線のまなみの写真に「明日は来てにゃ」と一言添えてあり、思わず目元が緩んだ。すぐに次のメッセージが現れる。

「キッチンとか、自由に使ってくれていいから。コーヒーとか部長の烏龍茶とか、なんでも飲んで」

　そっか。毎日でも迷惑じゃないのか。ホッとして文字を入力する。

「『ではお邪魔します。おやすみなさい』…と」

　すぐに返ってきた「おやすみ」の四文字を口の中で呟き、短いやりとりを読み返した。なんてことのない内容。でも、何度か読むと胸の奥がむずかゆくなる。

「いやいや、彼女いるんだし」

　澄江は小声で言い聞かせて、それでもまだふわふわする気持ちのまま、眠りについた。

　翌日、再び皆方の留守宅を訪れた澄江は、猫の世話をしてから早速冷蔵庫の中をチェックした。案の定、冷蔵庫には豆腐、缶ビール二本、ドアの収納部には玉子三個、しょうゆと、部屋同様にかなり寂しい状態だ。

　ついでにシンク下の棚を開けると、質の良さで有名なメーカーのステンレスの鍋セットがあり、澄江の実家でも重宝しているフランス製のココット鍋まであった。

　しかし、やはりそれらは未使用のようで、この様子だと百パーセント、貰い物だろう。

「勿体ない。これ一つで魔法のようなおいしいおかずができるのに……」

　そう呟いた直後、澄江の中でスイッチが入った。

　早速澄江は商店街に向かい、材料を買い込んで再び部屋に戻ると、やはりほぼ新品のまな板と包丁を使って、調理に取り掛かった。やがて出来上がった筑ちく前ぜん煮にを、ふうふうと熱を冷ましながら味見をする。

「ん。おいしい」

　それからレトルトパックのご飯をレンチンし、できたてのおかずをテーブルに並べる。箸を取った時、硬い靴音が外から聞こえてきて、すぐに玄関が開く音がして皆方がキッチンに現れた。

「なんか部屋中いい匂いしてるんだけど」

「あ、お帰りなさい。あの……キッチン、使っていいってことで……ご飯作っちゃいました。皆方さんも一緒にどうですか」

　皆方は一瞬目を瞬かせた後、「あ、うん……。えと、ただいま」と口の中で呟いた。そしてさっさとリビングに移動して、引き戸を閉めてしまう。澄江は背中に「まなみ、ただいま」と挨拶する彼の声を聞きながら、もう一人分の食事を用意した。

「なんか、これ……すごいな。坂上さん、料理得意なんだ」

　テーブルに着いた皆方が、感心したように言う。

「いえ、得意ってほどじゃなくて、家事手伝いの範囲ですよ」

　もっと手の込んだものならともかく、こんな些細なおかずで褒められると恥ずかしい。皆方は「いただきます」と手を合わせてから、ご飯茶碗を片手に、箸をとった。

「おかずこれだけですけど、卵焼き作りましょうか？　あの玉子が大丈夫なら、ですけど」

　あ、あれね。と皆方は煮物に手を伸ばして、「やめたほうがいい」と苦笑したが、澄江は皆方が里芋を口に入れる様子をじっと見守っていた。彼はおかずを咀そ嚼しゃくし、すぐに目を丸くする。

「う……ま」

　彼が呟くと同時に、澄江の体からホッと力が抜ける。それから皆方は盛んに箸を動かしはじめた。

「うまいよ、ほんと、すごい」

　そう繰り返し、気持ち良い食べっぷりを見せる相手につられるようにして、澄江も中断していた食事を進める。結局彼は筑前煮だけでご飯を二杯食べた。

「ごちそうさま。いやー、うまかった。あ、食器はそのままでいいから」

　二人ぶんの烏龍茶を入れた皆方は、シンクの前でブラウスの袖をまくりかけた澄江を座るように促した。

「ほんと、すごいな坂上さん。うん。才能？」

「いや、本当に慣れみたいなものです。才能とかないです、母から教わっただけで基本だって怪しいし」

　異性に褒められ慣れていない澄江は、くすぐったい気持ちがふつふつとこみ上げてきて、つい饒舌になった。

「それに、いい道具が揃っていて使わないなんてもったいないですよ。あのココット鍋でできる煮込み料理はこう、別世界のおいしさですよ」

「あれは妹にもらったんだ。でも、ニューモデルの電化製品ならともかく、鍋の扱いはなあ……。あ、そうだ。ちょうどいい、坂上さん教えてよ」
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「いえ、私、彼女さんに怒られちゃいますよ……」

　言った直後に、余計なことだと気が付いた。会話が途切れ、気まずい沈黙が落ちる。せっかくの良い雰囲気が台なし、と澄江が思った矢先、

「あー、それな。実は嘘、なんだ」

　と、皆方が歯切れ悪く言った。

「え？　嘘？」

　澄江が思わず身を乗り出すと、皆方は視線を逸らし、罰が悪そうに頷いた。

「あのさ、一応俺モテるじゃん。あ、自うぬ惚ぼれてるわけじゃなくて、事実として。付き合ってくれって言われたことも何度かあるし……」

　澄江はコクコクと首を縦に振る。

「そういうの、学生時代からで、もう疲れるっていうか。好意を持たれるのは嬉しいけれど、実際男友達とつるんでる方が楽しかったし、それで就職したら仕事に集中したいっていうのもあって。実際、毎日充実してるし。だから、彼女はいないけど、いるってことにしてる。気心知れた女友達は何人かいるけどね。俺、追いかけられるより追いかけるタイプだし」

　駆け足気味の告白が終わると、部屋に再び沈黙が落ちた。澄江は、皆方に彼女がいないという事実に、自分が思いのほか動揺していることに気付き、困惑した。

「えっと、最低なやつとか……思ってる？」

　澄江が黙っているので、皆方は窺うかがうように尋ねてきた。その不安げな声音に、澄江は慌てて首を横に振った。

「い、いえ。個人の事情はいろいろありますし。ただ皆方さんに彼女がいないなんて、すごく意外で。どんな女性でもイチコロ、って感じですから」

「いや、実はそれに関しては暗い過去があってな……」

　苦笑した皆方は、モテ全盛期の高校時代、調子に乗って本命の女の子に上から目線でアプローチかけた結果「バカじゃないの？」と呆れられ、めちゃめちゃ落ち込んだ、という失態を明かした。

「それ以来、好きな女性に対してはすごく慎重になったよ」

　それまでの軽い口調が急にトーンダウンし、じっと見つめられる。その真剣な表情に、澄江は急にドキドキした。

「わ、若気の至りってやつですよね」

　取り繕うように言い、困惑に泳がせた視線が電子レンジのデジタル時計に留まった。すでに九時半を過ぎている。

「あ、私そろそろお暇いとましますね」

　慌ててショルダーバッグを取り、椅子にかけたコートに素早く腕を通した。

「じゃあ、駅まで送るよ」

「大丈夫です。商店街明るいし、まだ人通りあると思うので」

「いやでも……」

　まなみを抱いた皆方に「大丈夫です」と繰り返し、足早に玄関に向かった。背中に皆方の視線を感じながらパンプスを履く。

　ドアノブを握った瞬間、澄江の視界がふっと暗くなり、思わず振り向いた。皆方が、背後から澄江を囲うようにドアに手をつく。至近距離でじっと見下ろされ、澄江の胸が高鳴った。

「襟が……」

　すっと伸びてきた手がコートの襟を正した。その指が澄江の首筋をかすめると、そこがじんと熱を帯びる。

「明日も、来てくれる？」

　顔を覗き込まれるようにして囁かれ、さらに高鳴る鼓動に胸が苦しくなる。声が喉で詰まり、ただ頷いた。皆方は目を細めて微笑むと、澄江のためにドアを開けた。

「気を付けてね。じゃあ、また明日」




　それから毎日、澄江は皆方の部屋へ通うことになった。

　皆方は澄江がココット鍋で作ったシチューや炊き込みご飯にいたく感動し、冬のボーナスでＩＨコンロと鍋をさらに調達すると宣言した。

　お腹が満たされると、リビングのラグマットの上でまなみと遊びながら、皆方と話をする。彼は優秀な営業マンなだけに、すぐに会話の糸口を見つけて、話は途切れることがなかった。

　部屋での皆方とは、今までの彼に対するイメージはなんだったのかと思うほど気さくで、肩の力が抜けた、和やかな会話のキャッチボールが続く。

　そんな彼と過ごす時間はいつもあっという間に過ぎてしまい、帰る時には部屋に来た時のパンプスが重石をつけたように重く感じてしまう。

　それでも一週間を過ぎると、また明日も来れるという喜びの方が大きくなっていくのも薄々と気が付いていた。

「坂上さんみたいなタイプって、なんか癒やされるよ」

　食後、リビングでくつろぐ皆方の何気ない一言に、澄江は猫じゃらしを揺らしていた手をふと止めた。

　「気配りができる」「おっとりして癒やされる」。過去の恋人たちも最初はそう褒めてくれた。しかし、それが数カ月も経つと「はっきりしない」「人に流されすぎ」と突き放され、関係は自然消滅した。

　万が一、この恋が皆方に通じて付き合ったとしても、きっと彼らと同じように私から離れていく。それもきっと、過去最短記録で。そう思った途端、胸が切なさに締め付けられる。それでも、澄江は顔の筋肉を酷使して笑みを返した。

「お世辞言っても、さすがにフランス料理はできませんからね」




　皆方への自分の気持ちに気付いてしまった以上、もう、部屋に行くべきではないのだと思う。

　だいたい、これまで彼に交際を申し込んだと噂された女子社員は皆、「オフィスの華」と言われるような一目置かれた存在だった。それなのに、成就しなかった。

　つまり、皆方のような容姿端麗、その上仕事もできる男性は付き合う女性も自分と同レベルを求めているのだろう。彼自身、言っていたではないか「追われるより追うタイプ」だと。

　だから、所詮彼を好きになったところで気持ちは受け入れられないどころか、迷惑でしかない。それなら、いつまでも叶わぬ恋にしがみついているより、いっそ新しい出会いを求めて前向きになった方がいいに決まっている……。

　澄江は倉庫でコピー用紙の束と社封筒の袋を抱えて、ため息をつく。そんな憂ゆう鬱うつな気持ちのままフロアに戻る途中、廊下の向こうから諒子が澄江に気が付き「あ、いたいた」と近寄ってきた。

「坂上さん、急なんだけど今日コンパ、来れない？」

「え、今日……ですか」

「うん。急に一人ダメになっちゃって」

　先週から、大手ＩＴ企業とのコンパに誘われていたが、その時は一度断っていた。しかし、皆方のことを諦めようと考えていたこのタイミングで再び誘われたというのは、何かの暗示なのかもしれない。

「お願い！　幹事、いい男揃えてるって保証してたし！　坂上さんに優先権渡すし！」

　拝み倒す諒子に、澄江は笑って頷いていた。




　給料日後の金曜の居酒屋は、当然のことながら混雑していた。

　興味がなかったので詳しくは聞いていなかったが、今回はなんと五対五だった。

　しかし、幹事が太鼓判を押した通り、席に着く前に諒子が「今回当たりだね」と澄江に耳打ちをしたほどイケメン揃いだった。

　軽く酔いが回ったメンバーたちはすでに打ち解け、盛り上がっている。男性たちは盛んに話を振ってくるが、澄江はその軽いノリにいまいち溶け込めないでいた。澄江は終業間際に一度、今日は部屋に行けない旨を皆方に連絡していた。

　さっきからずっと、皆方とのメッセージのやり取りが頭の中でちらついている。

『松木さんたちと合コン？』

　皆方のその返事を見た途端、なぜか彼の呆れ顔がまぶたに浮かび、つい『そろそろ彼氏欲しいので』と言い訳のような返事をしてしまった。

『いい男いるといいな』

　すぐに返って来た言葉に澄江は胸がえぐられる思いがし、たまらずにアプリを閉じた。それ以降、スマホはじっと黙っている。

　澄江が傍のバッグにチラと横目を流した時、松木と自分の間に割り込む人がいた。

「坂上さん、飲んでる？　ずっとおとなしいけど年下の俺の話は退屈ですか？」

　社会人二年目と自己紹介した青年が隣に来て、笑顔で澄江のグラスにビールを注ぐ。

「いえ、私、けっこう人見知りなので……。コミュ障っていうか」

「またまたー。なんか天然って感じがいいですよね。俺、癒やし系結構好みなんですよ」

　よく言われます。というかそれしか言われません。と喉まで出かけたが、それを流し込むように澄江は一気にグラスを空にした。

「お、もしかしてお酒好き？　ワインもいける感じかな？　僕、いいお店知ってますよ」

　曖あい昧まいに相づちを打ちながら、澄江は心の中で飲み会が始まってから何度目かのため息をついた。

　皆方さんの家で、ご飯を作りながらまったり過ごした方がずっと楽しい。皆方さんが「うまい」ってご飯食べてくれる、嬉しそうな顔が見たい。

　そう思うと、酔いが回った頭に「帰りたい」という文字がいくつも湧いて出た。

「せっかくだし、このあと、そのワインバーに行ってみませんか？」

「えーっと……」

　相手の酔った目に、澄江の引き具合が映らないのか、若者ゆえの自信なのか、かなり強気だ。

「みんな勝手に盛り上がってるみたいですし、今からでも……」

　再び相手がすり寄ってきた時、バッグから微かに通知音が聞こえた。酔客の喧騒の中でもその小さな音が聞こえたのは、ずっとその音を待っていたからかもしれない。

　素早くスマホを取り出すと、皆方からのメッセージに鼓動が跳ねた。

『まなみが餌食べないんだけど』

　それだけだったが、今の澄江には十分だった。

「ごめんなさい、今日は失礼します。子供の具合が悪いみたいで」

　そう言って澄江が腰を上げると、隣の青年はぽかんと口を開けたまま、笑いを引きつらせた。




「そんなに慌てて……どうしたの」

　息急き切って皆方の部屋へ飛び込んだ澄江を、リビングで遊んでいた皆方とまなみのつぶらな瞳が見上げた。

「どうしたって……まなみが、ご飯、食べないって……病気かと思って……」

「餌がなかったの思い出して、会社帰りにコンビニで買ったやつなんだけど。そいつを食べなくてさ。で、大家さんにカリカリもらって、食べさせた」

　皆方は、キッチンテーブルにあった猫缶を澄江に見せた。

「あ……、これ、まなみが唯一食べないブランドなんです。ごめんなさい、言っておかなくて」

　そうだ、そろそろ餌を買わなくてはと思っていたのに、すっかり忘れていた。不甲斐ない自分が恥ずかしく、澄江は目を伏せた。

「ご迷惑かけて、ごめんなさい」

　俯いてそう呟いた澄江の頭に、ぽんと大きな手が乗った。よしよし、とそのまま撫でられる。

「だから、いいって。俺こそ世話するって言って、そこ確認しなかったんだから」

　温かく、優しい手つきが心地いい。酔いが回っているせいか、そうして撫でられているとまるで自分が子猫になってしまったかのような錯覚に陥る。

「ま、せっかく来たんだから、ゆっくりしていけよ。ていうか合コン大丈夫なのか。結構飲んだ？　顔赤いけど」

　皆方はおもむろに手を離し、いつものように烏龍茶を用意した。

「そんな酔ってませんよ。意外と強いんです。合コンは盛り上がってたし、大丈夫、かな」

「盛り上がったんだ。いい男いた？」

「そうですね、レベル高かったと思いますよ」

　渡されたカップを両手で受け取り、ふうと息を吹きかけてゆっくり飲む。同じお茶を自分で入れるより、皆方が入れてくれた方が何倍も美味しいと思えるのが不思議だった。

「で、口説かれた？」

「いえ、私なんて、全然」

「とか言って、実は番号交換してきただろ。何人？　コンプリした？」

　妙にそこに絡んでくるのは、気になるというより、単にからかわれているのだろう。

「いやいや、そんなことないです。まなみのせいで」

「あー、そりゃ悪かったな」

　いつもと同じように、まなみを挟んでのんびりと話をする。週末でもあるからか、酔いのせいでそう見えるのか、皆方は普段よりもリラックスし、笑顔が絶えなかった。

（この瞬間がずっと続けばいいのに）

　再びそんな叶わぬ願いが頭を過ぎると、澄江は素早くそれを追い払った。──けじめをつけようって、決めたじゃない。

「そろそろ、帰りますね」

　自分に言い聞かせるように呟き、抱いていたまなみを下ろそうとすると、猫の爪がニットに引っかかってしまった。

「もー、まなみ……」

「待て。穴あくぞ」

　澄江が猫のお尻を支えて離そうとすると、皆方が真向かいに寄ってきた。すぐに猫の体を引き取ってくれる。澄江は自由になった手で爪を慎重に外そうとするが、なかなか思うようにいかない。

「そうだよなあ、お前も帰らないでほしいよなあ……」

　間近のその声に、澄江は思わず顔を上げた。その刹那、ふにゅっと柔らかな感触が唇に重なった。

　それが相手の唇だと認識するのに数秒を要し、そのまま澄江の体は金縛りにあったかのように固まっていた。相手も微動だにせず、二人はただ見つめ合う。ふと、皆方のまぶたがスローモーションのようにゆっくり閉じた。その直後、さらに唇が押し付けられると、澄江は思わず息を吸った。その薄く開いた唇を優しく食まれた瞬間、背筋に甘い旋律が走り、体がピクンと弾んだ。相手が澄江の唇の上でハッと息を飲む。

「ごめん……」

　顔を離した皆方の手から、まなみがするりと抜け出た。

「いえ、私こそ、酔ってるみたいで……衝突事故、ですね」

「あ、うん……だよな。あ、お前タクシーで帰れよ。酔ってるんだから。大通りまで一緒に行って捕まえてやる」

「そ、そうですね。お願いします……」

　恥ずかしくて一刻も早く皆方の前から去りたかったが、断れば今のキスを意識していると思われそうで、素直に申し出を受けた。皆方も先ほどのまったりモードとは打って変わって機敏な動きで、クローゼットから出した紺のライトジャケットを着た。

　アパートの階段を降りたところで足元がふらつき、思わず前にいた皆方のジャケットを掴んだ。

「あ、ごめんなさい」

「しょうがないなあ、酔っ払いは」

　振り向いた皆方はそう言って澄江の手を取る。ぼんやり明るい街灯の下で、思わず見上げた相手の整った顔には、柔らかい表情が浮かんでいた。

「そ、そんなに酔ってません……」

　夜とはいえ人目が全くないわけではない。慌てて引き抜こうとした手を、さらに強く掴まれる。

「酔ってる人は、そう言うんだよ」

　澄江を見下ろす瞳にはいたずらな光が宿り、唇が弧を描いた。

　唇に、さっき重なった温もりと柔らかな感触が蘇り、澄江は相手を直視できずに俯いた。

　何を話すでもなく、時折帰宅する人々とすれ違いながら、二人はただ歩いて行く。こんな時、何か話さなくてはと思えば思うほど、手を包み込む温もりに意識が集中して適当な話題が浮かんでこない。速まる脈に、まだ体に残るアルコールのせいで、頭がぼうっとしてしまう。

　理性がぐらぐら揺れている。これ以上こんなふうに手を繋がれていたら、酔いに任せて何を言い出してしまうかわからない。

「あの、手、離していただいて大丈夫です」

「いや、大丈夫じゃない」

「だから私、もう酔ってませんし」

「いや、俺が」

　え？　と目を上げるのと同時に、皆方が足を止めてガードレール越しに身を乗り出した。

「あ、タクシー」

　皆方は手を高く上げて合図する。繋いだ手を離した瞬間、澄江はなぜか不安を覚えた。

「ほら、乗って」

　促されるままにタクシーに乗り、ドアに手をかけたまま彼を見上げた。

「そんな顔されたら……俺……」

「お客さん、ドア閉めていいですか」

　皆方の言葉に運転手の声が割り込んだ。

「あ、ごめんなさい」

　どんな顔をしていたんだろう。そして、皆方さんは何を言いかけたんだろう。

　しかし、その時無情にも自動ドアは静かに閉まった。窓ガラス越しに、薄闇の中で困り顔の皆方が片手を上げた。

　微かに動いた唇から「じゃあ」と聞こえた気がし、澄江も慌てて同じように手を上げた時、車がスタートした。遠ざかる皆方を見つめながら、指先で唇に触れる。

　そうでもしないと、今にも「好き」という言葉がとめどなく溢れてしまいそうだった。




「まなみー、ごめんね。今日は珍しく残業だった」

　本当は来るつもりはなかった。相手が納得せざるを得ない理由をつけて、今日の訪問を断るつもりだった。ふとした瞬間には彼の唇の感触を思い出し、急いでそれを打ち消すことを繰り返しながら週末を過ごし、昨日、そう心に決めた。

　それなのに、お昼休みにスマホを見ると、外回りに出ている皆方からメッセージが来ていた。

『打ち合わせの時間がずれたので、帰りが遅くなるかも。荷物が届く予定なので、受け取ってくれると助かります』

　彼は澄江が今日も部屋にいると信じて、全く疑っていない。まるであのキスはなかったかのような、何気ないメッセージ。

　それを読んで、意識しているのはやはり自分だけなのだと、肩を落とした。

「今日は焼きそばだよ」

　澄江は野菜を冷蔵庫から出し、足元で顔を洗っているまなみに話しかける。野菜を炒めていると、テーブルの上のスマホが鳴った。火を止めて画面を見ると、母親からの連絡だった。

「まなみの里親が見つかりました！　引き取りは今週末でどうですか。皆方さんのご都合も聞いておいて」

　ああ、とうとう決まったんだ。ホッとすると同時に落胆している自分もいた。

（もうこの部屋に来ることはない……。皆方さんとの繋がりが、完全になくなっちゃうんだ）

　脚に擦り寄るまなみを抱き上げ、寂しさを紛らわせるように猫の背中を撫でていると、来訪を告げるチャイムが鳴った。

「あ、荷物かな」

　まなみを下ろして玄関へ急ぎ、スコープから宅配業者を確認するとドアを開けた。小包を受け取り、靴箱の上で伝票にサインをする。それだけの一瞬のことだった。するりと足元を何かがかすめたと思ったら、まなみが外へ飛び出していた。

「あっ」

　業者の男性が手を伸ばしたが、猫はそれをすり抜け素早く階段を下りてしまっていた。

　小さな白い点が道路を横切り、あっという間に闇に紛れて見えなくなった。

　決まり悪そうに挨拶をして業者が帰った直後、澄江は戸締りをしてまなみを捜しに走った。

「まなみー」

　時折立ち止まっては猫の名を呼ぶ澄江を、帰宅途中の人が横目で見ては、過ぎていく。

　この辺りの土地勘は全くない。それでも澄江は猫の入りそうな路地や駐車中の車の陰も捜し回った。

　家の周辺を探してどれくらい経っただろう。もう見つからないのではと不安に駆られた時、「坂上さん？」と後ろから自分を呼ぶ声がした。振り向くと、皆方が近づいてくるところだった。

「どうしたの？」

　走り寄ってきた彼に、澄江はすがりつきたい気持ちをぐっとこらえて事の顛てん末まつを手短に話した。たちまち皆方の顔が曇る。

「じゃあ、結構経ってるな……この辺りはもう捜したんだろ？」

「はい……」

「この先の公園は捜した？　茂みもアスレチックの遊具なんかもあるから、隠れているかも。俺、捜して来るから坂上さんは戻ってていいよ」

「いえ、私も行きます」

　うん、と皆方はしっかり頷いて足早に公園に向かった。皆方が隣にいるだけで、不安がみるみるうちに消えていく。

「まなみーー」

　人気のない公園に入ると、二人は猫の名前を呼びながら積み上がったタイヤやアスレチックスペースの間を歩いた。外灯の光は頼りなく、視界の悪い茂みや木こ立だちの奥も覗いたが、尻尾の先さえ見えない。しばらくして、お互いに申し合わせたようにベンチに腰を下ろした。

「ここじゃないのかな……。可能性としては高いと思ったけど」

　皆方が夜空を仰ぎ、ため息をつく。

「もうだめかもしれない……」

　自分の声が思ったよりも涙声で、澄江は慌てて唇を噛んだ。

（皆方さんも会社帰りなのに走り回らせてしまって、悪かったな……）

　澄江がパンプスの先に視線を落とすと、その肩にふわりとコートがかけられた。

「あ……」

「体、冷えるよ。それに、大丈夫だから。絶対に見つかる。俺が見つけるから」

　気が動転して上着を着るのを忘れていた。必死で捜し回っていた時には感じなかったが、体が冷えていたのだろう、コートの温もりが嬉しい。お礼を言おうと顔を上げると、皆方と目が合う。すかさず彼は静かに尋ねた。

「一つだけ教えて。なんで、すぐに俺に電話してこなかったの？」

　意外な問いに、澄江は困惑した。迷惑をかけたくないから。──それは明白ではないか。しかし、彼はじっと答えを待っている。

「だって、仕事中で……、預かってもらってるだけでも迷惑なのに、これ以上頼るのはさすがに……」

　答えを読んでいたかのように、皆方の声が重なった。

「あのね、迷惑だったら最初から預かってない。夜なのに、一人でウロウロしてお前に何かあったらどうするの。俺、そんなに無責任？　頼りない？」

　皆方に先ほどまでの落ち着いた様子はなく、口調にははっきりと苛立ちが聞こえた。

（口ではそう言ってくれても、やっぱり迷惑なんだ。怒らせて当然だよね……）

　澄江は俯き、膝の上でぎゅっと拳を握った。

「頼りないなんて……。そんなつもりじゃ……。本当にごめんなさい……」

　やっとそれだけ言うと、隣から深いため息が聞こえた。「もう」と短く声がし、微かな衣擦れの音とともに彼が距離を詰めてくる。

「そうじゃなくて……、だから、俺はお前にだけはいつでも頼られたいと思ってるの。お前にとって頼れる男は俺だけって思ってほしいの」

「え、あ……の」

　澄江が顔を上げた瞬間、彼の唇が澄江の唇にきつく押し付けられていた。突然のキスに、頭の中が真っ白になる。

　そのまま抱きしめられ、そっと唇を吸われると、澄江の体からたちまち力が抜けていく。思わず開いた唇から熱い舌が差し込まれて舌が絡め取られた。

「ん……んん」

　濡れた舌同士が擦れ合うのが気持ちいい。はじめは控えめだった彼の愛撫が、どんどん大胆になっていく。顔を傾けて唇を奪う彼からは、切羽詰まったような情熱が伝わり、澄江の気持ちを昂らせた。キスが深まり、舌を吸われ、唇を食まれる。湿った喘ぎが行き交い、どうしようもない愉悦が体の奥から湧き上がる。

　あの触れ合うキスの後から、自分はずっとこれを求めていた。澄江は皆方の腕の中で、もっと彼の感触を味わいたくて夢中で相手を受け入れた。

「ぁ……ぁあん……」

　ほとんど陶酔したように口付けを交わしていた澄江は、高い喘ぎ声に我に返った。しかし、すぐに、覚醒しはじめた理性は、その声が自分のものではないと即座に認識した。第一、唇はまだ皆方の深いキスに塞がれたままだ。

「も……、やん、ダメよ、人が来ちゃう……っ」

　再び、茂みの奥から声がした。皆方の耳にもその声が届いたのだろう。彼は動きを止めて目を開けた。間近で二人の目がまともに合う。

「誰も来ねーよ……。来てもいいじゃねえか……ほら……」

　声が消え、同時に乱れた息遣いが聞こえてくる。皆方が身を引き、罰が悪そうに視線を泳がせた、その時。

「ンだよ……、これ……って、猫？　あっち行け、しっ」

　男の苛立つ声と同時に、茂みから白い塊が飛び出した。

「まなみ……？」

　寄ってきたまなみを澄江が抱き上げると、皆方もカバンを手に立ち上がり、まなみの顔についたクモの巣を払ってくれる。

「まなみも見つかったし、退散するか」

　ちらりと木立の奥に目をやり、皆方は澄江に囁く。彼の息が耳にかかり、今のキスを思い出した澄江は、顔を火照らせながら、こくこくと頭を縦に振った。

　公園を出たところで、澄江は母親からの里親の連絡を思い出し、皆方に告げた。

「じゃあ、今週末オーケーって母に伝えておきます。皆方さんも、やっと私とまなみから解放されますね」
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　まだ、キスの余韻が胸にくすぐったく、努めて冷静にそう付け加えると、隣を歩いていた皆方が不意に足を止めた。

　淡い街灯の光に照らされた皆方の横顔は、怖いほどに無表情だ。その急な変化に澄江は一瞬戸惑った。

「皆方さん？」

　声をかけると、ハッとしたように皆方は澄江に焦点を合わせる。すぐに口角に笑みが刻まれた。

「まなみを家に置いたら、駅まで送るから安心して」




　土曜日の昼下がり。まなみを受け取った母親の車を皆方と一緒に見送ると、澄江は彼に向き直り「本当にお世話になりました」と、深々と頭を下げた。

　顔を上げて「では」とショルダーバッグを肩に掛け直し、駅の方へくるりと踵を返す。

（今の、自然だったよね）

　今日のこの場面は、まなみ逃亡の夜から昨夜まで、ずっとイメージトレーニングしていた。

　あの情熱的なキスを味わってしまった直後は、皆方との接点が完全になくなると思うだけで気持ちは張り裂けそうだったけれど、イメトレが功を奏したのか、いざ皆方と会っても不思議と気持ちは落ち着いていた。自然と諦めの覚悟はできていたらしい。

「あ、ちょっと待ってくれ」

　澄江は一瞬体を強張らせた。ここで呼び止められるなんて、イメトレにはなかった。動揺を悟られないよう平静を装いながら、ゆっくり振り向いた。

「あの……もし、まだ時間あれば一つお願いがあるんだけど」

　眉尻を下げてはにかむ皆方を、澄江はきょとんと見上げた。

「お願い？」

「あの鍋の使い方教えてくれる？　ネットとかで見ればいいかもだけど、道具は知ってる人に教わる方が覚えやすいから」

（なんだ……。そんなこと）

　あのキス以来、彼からはそれ以上のアクションがなかったのに、この際まだ何かを期待していた自分が滑稽だ。肩の力が一気に抜け、自然と笑みを返していた。

「いいですよ。じゃあ、何が食べたいですか？　買い物に行きますから」




　皆方のリクエストは豚の角煮で、二人はそのまま一緒に買い物をし、キッチンに立った。二人でレシピを確認し、調理に取り掛かる。

「はい、あとは煮込むだけです。コツはちゃんと下ゆでをすること」

　調味料を入れた鍋の蓋を閉じると、皆方は「もう終わり？」と驚き、もう一度レシピに目を通した。

「あ、でも煮込み時間一時間半くらい……冷めるまで放置、か。結構時間かかるな」

「でも、火加減さえ気をつけていればつきっきりじゃなくて大丈夫です。あ、ゆで卵を煮汁に一晩浸けると、味が染みておいしいですから、是非試してください」

　澄江はそう言って、椅子にかけてあったボワブルゾンを取り上げた。

「えっ、帰るの!?」

　手首を掴まれ、澄江が驚きに目を瞬くと、皆方は慌ててその手を離した。

「いや、食べて帰ればいいだろ？　せっかくだし。……そっちが迷惑じゃなければ」

「迷惑……なんて……」

　それでも、澄江の中で疑問が渦巻く。

（どうして引き止めるの？　気を使ってくれているだけ？　それなら……帰った方がいいかも。これ以上、変な期待をしないように……）

「この間のこと……無理に公園で……悪かったと思ってる」

　皆方が所在なさげに目を伏せると、澄江の胸が痛んだ。

（やっぱり。皆方さんはずっと罪悪感を持っていたんだ……）

　それでもまだ彼の傍にいたいと思っている自分は、相当未練がましいと思う。

（でも、今日で最後だから……）

「……角煮ができるまで、なら、いようかな」

　決意して答えると、安堵したように皆方が破顔した。

「じゃあ、ネットで映画でも見ようか」

「はい。でもホラーは嫌ですよ」

　精一杯の明るい声で答え、誘われるままにベッドの上の彼の隣に座った。

　映画が始まって少し経つが、妙に隣を意識して内容が全く頭に入らない。ちょっと体をずらせば腕が触れ合ってしまいそうな距離で、意識するなというほうが無理だ。そんなことを考えていると、彼が何かを呟いた。

「はい？」

「つまんねえ、って言ったの」

　前を見たまま、皆方は唇を尖らせる。

「じゃあ、ほかの見ましょうか。いいですよ」

　澄江がとっさに二人の間にあるリモコンに手をやると、その上に手が重ねられた。相手と視線が交わり、その真剣な眼差しに鼓動が小さく跳ねる。

「そうじゃなくて。お前が来なくなるから、つまんないの。まなみがいないからうちに来る理由、ないだろ？　だから、今も俺がこうして理由つけて引き止めてるんだけど」

（それは、つまり、私にいてほしいってこと？）

　まともに彼を見れずに澄江は視線を落とした。

　とくとくと脈が加速する。その勢いに押されるように、ずっと抑えていた気持ちが唇から溢れ出した。

「理由……なきゃダメですか。皆方さんにいつも会いたいって思ったらダメですか？　傍にいてほしいって、頼りたいって思うのは……ダメですか」

　重ねられた手に力がこもり、顔を上げると、皆方の顔がほのかに紅潮していた。

「それって……、お前」

「だって……頼れって言ってくれて……でも、あの後何もないし、皆方さんにとっては、あれは、全然意味ないんだなって……」

「いや、意味大アリだし。ちょ……、なんか誤解してないか。そっちこそ、解放されるとかなんとかって言ったし……だからてっきり、俺のことうざいのかと」

「そ、そうじゃないですよ、それはむしろ私の方かと……思って」

「つまり、なんかお互い大事なところすれ違ってないか、これ……」

「かも、しれません……」

　まさかと思いつつも、甘い期待が胸でどんどん膨らんでいく。

「じゃ、俺、はっきりさせるから。聞いて」

　一度目を閉じ、皆方は息を吸って再び澄江を見つめた。

「俺はお前が好きだ。異動してきてから、ずっと。ずっと、どうやってアプローチしようか考えてた」

　きっぱり「好き」と言われ、澄江の胸は乱れ打ち、一気に顔が火照った。

「そ、そんな感じ一ミリも伝わってきませんでしたけど！」

「だから、それ過去のトラウマだって。話しただろ、好きな相手には慎重になるって。だから、まあ、猫のことは本当に助けたいと思ったけど、下心が全くなかったかといえば、嘘だ」

　皆方の告白が夢のようで、彼の言葉を頭で反芻していると、相手はさらに継いだ。

「合コンだって、俺に興味がないからだろう、って考えるのが普通だし。だから、面白くなくて、あんなメールしてみたり。まさか来るとは思わなかったから驚いたけど、内心、超嬉しかった」

　自分こそ、あの時はずっと皆方のメッセージを待っていた。できれば『行くな』って言ってほしかった。

「お前がまなみを撫でたり、優しい声かけたりするの見て、実は嫉妬してて。お前の猫になりてーとか……」

　まさか、と澄江は噴き出し、思わずツッコむ。

「皆方さんは猫というより虎ですよ……」

　それを聞いた皆方は目を細めた。薄い笑みを浮かべながらベッドに手をつき、本当に虎のようにゆっくりとにじり寄る。

「言ったな。じゃ、今から狼じゃなくて虎になってもいーい？」

　曖昧に頷くと、皆方は顔を近づけてきた。澄江はそっと目を閉じる。唇が重なり、柔らかな感触と温もりが、さざ波のように身体中に伝わっていく。わずかに唇を開くと、皆方の舌がそっと侵入してきた。

　背を支えるように手が添えられ、そのままベッドに押し倒された。顔の角度を変え、さらに口付けが深くなる。擦り合わされる舌先から、体がみるみる溶けてしまいそうだ。

　やがて名残惜しげに口付けを解いた皆方は、眉尻を下げた。

「好きだ。ずっと、こうしたかった」

「私も……皆方さんが好きです。でも、嫌われるのが嫌で、重いって思われるのが……ずっと、今までもそうで、付き合った人に合わせていたら、そういう態度が〝君ってわからない〟って。みんな離れていって……」

　まだ本当の自分を知らない彼に落胆されたくないという不安に駆られ、澄江は思わず口走っていた。しかし、意外にも皆方の顔が優しくほころんだ。

「俺は違うよ。無理しなくていい。俺に全部任せて。俺は好きな子に尽くすことに、たまらなく喜び感じるタイプだから」

　根っからの営業マンだろ？　とニッと笑う。澄江もつられて笑顔になり、頷いた。

「でも……、私、普段はマイペースだし……皆方さんの期待に添えられないかなって……」

「俺を好きでいてくれるだけで十分」

　そう囁き、再びのしかかってきた皆方に口付けで動きを封じられた。

「ふ……っ、ん」

　今度は貪欲に舌が絡められる。彼の乱れた髪が頬や耳に触れて、ざわざわと肌を粟立たせた。

　キスを深めながら、皆方はニットの中に手を這わせてくる。思わず逃げた体を引き戻され、やすやすと服を脱がされた。

　窓の外は朱を帯びた薄闇に変わっていたが、微かに街灯の光が入る室内は、まだほの明るい。

　澄江を見下ろす皆方の目には、すでに欲望の色が宿っていた。

「気のないふりをしていたけれど、本当はすごく我慢していた。会社の後輩だし、迂う闊かつな真似はできないと思って」

　鎖骨に軽く口付けられただけで、体がびくりと跳ねる。そのタイミングでブラのホックが外された。ゆっくりと澄江の下着を外した皆方が、小さくため息をつく。

「澄江……って呼んでいい？　顔も好みだけど、この……体もめちゃくちゃ好み……」

「……やだ、見ないで……ください。恥ずかしい……」

　見られていると思うと、一気に体が熱くなる。胸を隠そうとした手を掴まれ、ベッドに押さえられてしまう。

「……すごく綺麗だ」

「んっ」

　大きな掌で愛おしむように乳房を撫でられると無意識にため息が漏れた。

「すごく柔らかくて……ずっと揉んでいたい……」

　皆方は指を食い込ませながら両手でくまなく膨らみを揉み、唇でも肌を巡ってくる。時折小さく肌を吸われると興奮に息が上がり、胸が激しく上下する。

　胸を中央に寄せ、突き出た二つの頂を形の良い唇が交互に食み上げた。

「……っ、あ、あ、はぁ……ん」

　口内で突起を転がされ、甘噛みされて全身を甘い旋律が走り抜ける。たまらずに擦り合わせた脚の付け根から、じわ、と欲望の溢れた感触が伝わり、羞恥で思わず皆方の頭を抱くと、吸いつきが執拗になった。

　胸への唇の愛撫を続けたまま、やがて手が、ショーツの中へと忍び込んでくる。

「あ、ダメ。明るいし……恥ずかしい」

　今や、下腹をさまよっていた皆方の唇が動きを止めた。

「ダメと言われても、澄江の全てを見たいし、知りたい。体も、心も、全部」

　切望を露あらわにした強い瞳で言われ、体中が熱を帯びていく。皆方は体へのキスを再開し、ストッキングと一緒にショーツを下ろして、淡い陰りの中へ指を潜らせた。

「ふ……ぅんっ」

　襞の狭間で指先が動き、かすかな水音が耳に届くと、羞恥と興奮がないまぜになって、ぎゅっと目を閉じる。皆方に触れられていると思えば、それだけで体の奥が疼き、あっという間に昂たかぶっていく。

「あっ、あ、待って……」

　脚を割り、その奥に顔を埋めた彼に慌ててストップをかけるが、その瞬間、濡れた舌が花弁を舐め上げた。

「ゃあ……ん……」

　尖とがった頂をくるりと舐められた瞬間、鋭い疼きに見舞われ、澄江は小さく叫んで背を仰け反らせた。

「ここ、気持ちいい？　すごい濡れてる。全部、舐めてあげるから……」

　そんな風に囁かれたら、ひとたまりもなかった。皆方は言葉通りに花弁の間で舌を躍らせはじめる。舌でかき混ぜられると秘裂の間から新たな雫が溢れ、皆方はそれを舌ですくって尖りきった突起にまぶしては、軽く吸い上げた。

「はぁ……っ、ああんっ」

　じわりと熱が子宮にたまり、愉悦となって全身に放出されていく。

「好きなんだね、ここが。ピクピク震えて、かわいいよ」

　そう呟き、再びジュルッと蜜を吸う。うねるような疼きが下肢から這い上がり、澄江は皆方の動きに合わせるように、無意識に腰を揺らしていた。

　伸びてきた両手が乳房を揉みしだき、乳首をひねった。その峻烈な刺激に、体が跳ねる。

「どこが一番気持ちいい？」

「そ、んな……ぜんぶ……」

　体中を愛撫されて、蕩けてぐずぐずの意識の中でどこが気持ちいいかなど、自分でもわからない。さらに、くちゅりと愛芽を弾かれ、強く吸われた。腰が抜けそうな快楽に頭の中が真っ白になる。

「イっちゃったね」

「は……ぁ、はぁ……」

「まだ……、もっと、かわいがってやるからな……」

　ぐったりと力の抜けた体が、シーツの上にうつぶせにされ、耳元で囁かれた。

　不意に体が離れ、ごそごそと何かをはじめた気配があった。ぼんやりとした頭でも、すぐに、避妊の用意だと思い当たった。

　ぎし、とベッドが小さく軋み、皆方が覆いかぶさる。すぐに耳からうなじ、背中と尻の双丘、内腿など全身をくまなく舐めまわされて、声が枯れるほど喘がされた。

　濃厚な快楽に眩暈めまいを覚えた頃、後ろから腰をぐい、と持ち上げられ、それだけで、しとどに濡れた狭間がくちゅりと音を立てた。

「ああ、こんなぐしょぐしょに濡らして……ごめんね、放ったらかして」

　そうが囁いた直後、さんざん蕩かされた隘路の入り口になめらかな先端が押し当てられた。それがずぶりと沈められ、溢れた蜜が内腿を伝っていくのがわかる。

「あぁぁん……」

　媚肉を押し分けられる感覚に、背中がぞくぞくと粟立つ。

「すご……締め付け……やばい、これ……」

　皆方が背後で熱く上ずった声を出す。彼も気持ちいいのだろうか。彼のずっしりとした質感と熱が容赦なく奥へと挿入されていき、蕩けきった場所をぐっと突き上げられた。

「あああ、い、……いい」

　あまりの気持ち良さに思考が飛んでしまい、嬌声が漏れる。腰を掴み直され、強い抽送が始まると、体がさらに燃え上がった。皆方は、奥を圧迫した状態で背中に覆いかぶさり、耳たぶをしゃぶりながら乳房を揉み捏ねてきた。

「俺が奥まで入ってるのわかる？」

「わ、わかる……はあああっ」

　澄江は媚びるように腰をくねらせて返事をする。

　頭の中がピンク色に染まり、何かにすがりたくて両手でシーツを握りしめた。

　律動がどんどん速くなっていく。鋼のような昂りで膣壁をこすられて、熱い先端で最奥を叩かれる。感じすぎて絶頂が継続しているような状態で、澄江はもう喘ぎ声を止めることができなかった。
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「き、気持ちいいっ……はああっ、いい……気持ちい……いっ」

「俺も……こんな、気持ち良すぎるの初めてだ……」

　焼けるように熱いものが脈打ちながら中をかき回し、こすり上げてくる。

「なんか、俺、本当に獣だな……」

　澄江は背後から突き上げる皆方を振り返り、潤んだ瞳で見つめた。視線が重なると、皆方は男根を深く押し込んでさらに責め立ててきた。　

「あああっ、気持ちいいの、も……我慢できない……」

　体内を押し上げられ、貫かれる快感は澄江の理性を粉々に壊した。

「いいんだよ、我慢しなくて。感じてるお前、すっごくかわいい」

「な……ああんっ！」

　挿入での快感だけで息も絶え絶えなのに、彼は脚の付け根で疼いている愛芽に指を添えた。

「その声、やばい。本当、子猫みだいだな。ね、もっと鳴いて。そのかわいい鳴き声、聞かせて」

　くちゅくちゅと音を立てながら、指が蕾を優しく転がす。もう、本当におかしくなりそうだった。

「んやっ、そんなゃ………っ……にゃあっ」

「もっと、もっと気持ち良くなって……」

　ベッドに手をついた皆方に顔を寄せられて低く囁かれ、ますます興奮してしまう。四つん這いになって後ろから体を開かれ快楽に溺れる自分が、本当に動物になったかのような錯覚に陥った。

「ん、くちゅ……は、ぁ、ん、ちゅ……ちゅ……」

　キスを交わし、舌を激しく絡められ、強い雄に貫かれて愉悦に悶えながらも、相手をさらに奥に迎えるように、無意識に腰が揺れた。

　キスをされながら最奥を激しく連打され、澄江はとうとう達してしまった。

　腕から力が抜け、体を支えきれずベッドに崩れる。すると皆方はキスを解き、壮絶な絶頂に震える体を押さえ込むようにして、さらに貫いた。

　乳房を捏ねられ、乳首をひねられる。敏感になった体はそれだけでまた達してしまった。

「中、すげ、うねりまくって……気持ち良すぎ……。ね、俺も、イっていい？」

　もう声も出せないくらい連続で達していた澄江は、シーツに押し付けた頭を縦に揺らした。さらに速度を上げた抽送が、体重をかけた重い一撃と同時に静止し、ぐっと結合が深まった。

「はぁあああんっ」

　質量を増した肉幹が震え、吐き出された熱が避妊具越しに伝わった瞬間、澄江は飽和状態の愉悦に押し上げられるまま、はしたない声を上げていた。

　澄江には、もう指一本動かす気力さえ残っていない。乱れた自分の息遣いだけが、霞みがかった頭の中に響いている。愉悦の余韻でまだ痺れている体に、しなやかな腕と脚が絡みついてくる。間近には、やはりまだ少し息を乱す皆方の穏やかな笑みがあった。

「ね、俺の猫になるよね？　俺にだけ飼われるかわいい猫に」

　朦朧とする頭に、静かな声が甘く響く。

　うん、と返した声は、さんざん喘がされた後で、掠れていた。それでも相手に伝わったようで、ぎゅっと抱きしめられた。触れ合った肌に彼の温もりを感じると、たちまち多幸感に包まれる。

　見つめあって、何度かキスを軽く交わした後、皆方が額同士をくっつけてふと囁いた。

「角煮、できたね」

「できましたね……」

　気が付けば、いつのまにか部屋いっぱいに、角煮の甘い匂いが漂っていた。それから食事を済ませた後、澄江が皆方に再び食べられてしまったことは言うまでもない。
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